「ルワ語の音調」

　本発表では，ルワ語（バンツー系）の動詞の音調実現について，現地調査で得られた第一次資料をもとにした基礎的な分析のプロセスならびにその結果を提示した．現在のところ，当該言語の動詞音調は，概略以下のように記述できると考えられる．

音韻論的に独立して音調を担う単位であるTBU(tone bearing unit，音調保持単位)については，モーラ要素（この言語においては，語中におけるnasal crusterの鼻音部）の音調実現が先行母音に対して従属的である点から，音節と解釈するのが妥当である．以下は，モーラ要素と先行母音の音調実現の例である．

　「私は（今日）呼んだ」

μ: ，σ:  ⇒ V. N(CV) = [HH]

「私は（今日）働いた」
μ: ，σ:  ⇒ V. N(CV) = [LL]

*[HL] or *[LH]

さらにこれらの例において実現している[H]は，基底レベルにおいては実現音節に1音節先行する音節にアクセントが付与されると解される．このことは/H/を有する動詞における音節構造別の分布（典型的には，語全体で3音節の長さを持つ不定形（形態論的には{クラス接頭辞－語根(CVC)－最終母音}）の音調実現パターンとして[LLL]および[LLH]は認められるものの，*[LHL]は認められない），および派生形における音調実現（「書く」の適用形は「～（のため）に書く」と言う形式で現れる（*）．この例から特定の分節素（ここでは/i/）に/H/が直接付与されるという分析も，後から2音節目に/H/が付与されるという位置による制限も否定される）から妥当であることが認められる．この原則をここでは音調の「右方移動の原則」と呼ぶ．この原則を仮定すると，アクセントの対立は語根頭音節において起こる（湯川(1993)におけるA型動詞），という一般的な解釈にも合致する．さらに，移動の単位もモーラではなく音節であり（例えば上例における/H/は語根/N/に付与されると考えられるが*とはならない），このことからも当該言語のTBUを音節と解釈すべきことが確認される．また，いわゆる声調素については，有標である/H/と無標たる/Ø/以外に，積極的に[L]として実現する，いわば有標の/L/を設定する必要がある．


　/N (sH)-a-ku (L)-lol-i-a/

　1sg.S-PAST-2.sg.O-見る-FV

「私はあなたを（今日）見た」
　
　/N(sH)-a-ku (L)-lol-i-a/

　1sg.S-PAST-2.sg.O-見る-FV

「私はあなたを（一昨日以前に）見た」
cf.  

/N (sH)-a-lol-i-a/

　　「私は（一昨日以前に）見た」

　また，おふたりのコメンテーターをはじめ，バンツー系言語の記述研究を専門とする研究者が集まったことで，提示した資料に関して「通バンツー的」な視点から有益なコメントを多数いただいた．ここでそのすべてを挙げることはできないが，上記「右方移動の原則」に関して，それが音調列全体に適用されるべきものなのか，移動の領域を設定すべきものなのか，というご指摘は，当該言語の音調記述をするうえで重要なポイントになるものと思われ，今後の分析の課題としたい．

	TBU
	: syllable (or vowel, /N/ < /mV/, /nV/)　

	toneme
	: /H/ (/lH/, /sH/, /oH/), /Ø/, /L/

	rightward shift (principle)
	:  σ1 σ2 σ3  　　  σ1 σ2 σ3　　　 σ1 σ2 σ3
 |    |    |　　⇒                  ⇒   |    |    |

/Ø1  H2  Ø3/　　　 /Ø1  H2  Ø3/      [(L)  L1  H2]

	deletion, reduction (rule)
	: /sH/→/Ø/ (rule 1)

 /oH /→[M] (rule 2, not always)


